
地域パトロール（地パト）

～学生による地域パトロール～

① 地パトが活動を始めたきっかけ・活動の目的

昨年大学を卒業した先輩方が 2010年の秋ごろにサークルとして立ち上げ、自分たち

で何かできないかと考え、同学部の有志と地域防犯に取り組むことにしたのが始まりで

ある。

先輩方が地パトを立ち上げ、声をかけられ、地域活動に関心を持って参加したことが

きっかけで現在に至っている。最初は、何となくであったが、地域の方とパトロールを

通して交流することで、顔見知りになり活動の幅が広がっていくようになった。

活動の目的は、地域の住民が自ら防犯パトロールに参加し、自分たちの住んでいると

ころは自分たち自身で守ってもらえるようにすることである。学生はそれを達成しても

らえるためのサポートである。また、地域の防犯意識を高めてもらい、地域の安全を確

立してほしいということも目的のひとつである。

② 地パトのメンバー構成

四日市大学生

4年生…1人

3年生…6人

2年生…7人

1年生…1人    計 15人

③ 現在の主な取組内容

毎月第 1・3火曜日にあさけが丘（四日市市）で地パトを行い、第 2火曜日に白梅の

丘（朝日町）で地パトを行っている。第 4 火曜日を地パト会議としている。17 時頃か

ら 1時間程度活動をしており、冬場は特に暗くなるのが早いので、反射するたすきをか

け、蛍光棒を光らせながら地域をパトロールしている。朝日町の方では白梅西と東の二

つをパトロールするため、班を分けて回っている。また、住民の方も参加してくれるの

で、回るところは住民の方の意見も取り入れている。特に夕方からは暗くなり、注意が







2013年 11月には朝日町で白梅祭があり、地パトとして参加した。ブースを設け、「ど

んぐり飛ばし」を行った。朝日町は子どもが多く、興味深々にゲームに夢中になってい

た。白梅祭には何回か参加させていただいており、地域にとってもようやく覚えてもら

えるようになってきたと思う。

↑朝日町 白梅祭の様子

⑤ これまでの取組の成果・課題

あさけが丘から地パトが始まり、今は白梅の丘（朝日町）にも活動範囲が広がった。

最初はなかなか成果はでなかったが、継続していくうちに覚えられるようになったり、

住民の方と一緒にパトロールできるようになった。また、流しそうめんや祭りなどの地

域でのイベントに参加できたりと成果がでてきた。また、新聞など広報についても少し

ずつではあるが知ってもらえるようになってきたと思う。

課題について、まだ住民の方の参加が少ないように思える。自分の住んでいるところ

は自分たちで防犯意識を持って取り組んでもらうことが必要である。活動日が火曜日と

なっており、手一杯のところがあるということがある。また、地パトの後輩が少なく、

人手不足といったことが課題となっている。人手集めが重要だということを知り、継続

していくには必要不可欠なことである。

⑥ 今後の方向性・将来の夢

今後の地パトの方向性は、活動地区であるあさけが丘と朝日町の地区を住民が自主的に

自分たちの地域の防犯に努めてもらい、活動地区から手を引くようにできればよい。そ

して、まだ防犯意識が薄く、住民自身が主体的に取り組まれていない地区に視点を移せ

たなら繋がりも増え、コミュニティの絆、交流を通して地域の防犯に貢献できると考え

る。


